
令和6年度の発
はっ

掘
くつ

調
ちょう

査
さ

成
せい

果
か

い ・ せ ・ きワールド in 前橋２０２５

　この遺跡は駒
こ ま

寄
よせ

スマートインターチェンジの西南に位置し、

古墳時代後
こ う

期
き

から奈
な

良
ら

時代にかけての竪穴建物跡 10 棟
と う

のほか、 土坑や溝
みぞ

跡
あ と

などが見つかりました。

　この遺跡の南側では同じ時代の集
しゅう

落
ら く

遺跡が見つかってい

　この遺跡は、 上
じょう

毛
も う

電
でん

鉄
てつ

大
おお

胡
ご

駅
え き

から南へ約１㎞の場所に位

置し、 東には荒
あら

砥
と

川
がわ

が流れています。 今回は道路を広げる

工事のために発掘調査をおこないました。

　その結果、古
こ

墳
ふん

時
じ

代
だい

前
ぜん

半
はん

（1700 年前）から平
へい

安
あん

時代（1200

年前） にかけての竪
たて

穴
あな

建
たて

物
もの

跡
あ と

が見つかりました。

　また、 縄
じょう

文
も ん

時代の土
ど

坑
こ う

（あな） からは、 ２つの土
ど

器
き

がつ

ぶれた状態で見つかりました。遺跡周辺一帯には縄文時代、

古墳時代から平安時代と長い間にわたって人が住んで活動

した痕
こん

跡
せき

が残っています。

て、 同一の集落と考えられます。

　建物跡のうち１棟は、 埋
う

まった土の中や床
ゆか

面
めん

付
ふ

近
きん

から炭
すみ

になった木材や焼けた土の塊
かたまり

が発

見され、 何らかの理由で火災にあった可

能性が考えられます。 これらの建物跡から

は当時の生活用具がたくさん出
しゅつ

土
ど

しました。

私たちが暮らす地面の下には、 昔の人がどんな暮らしをしていたのかを伝えてくれる貴重な遺跡がたくさん眠っています。 土木工事でやむをえず遺跡が
壊される場合は、 記録を残し未来へ引き継ぐために発掘調査を行っています。 その調査成果の一部を紹介します。

調査区全景（奥に赤城山）

土坑で見つかった縄文土器

調査区全景

建物跡から出土した土器

破片をつなぎあわせて復元しました
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牛
う し

池
いけ

川
がわ

の西側の調査区 (1 区 ) では、 平安

時代後半の建物跡が見つかりました。 建物か

らは、 鉄
てつ

製
せい

鍬
く わ

先
さ き

（鋤
すき

先
さ き

） が完全な形で出土

しています。 鍬
く わ

とは土を耕
たがや

すための道具で、 鋤
すき

は掘るための道具です。 どちらも刃先だけ硬く丈
じょう

夫
ぶ

な鉄で作って木にはめ込
こ

む構
こ う

造
ぞ う

となっていま

す。 鍬
く わ

と鋤
すき

は使い方は違いますが、 刃先の形状は同じな

ので、今回見つかったものについても、どちらかは不明です。

　南の調査区 (2 区 ) からは、 中世に元総社町内に造
つ く

ら

れた蒼海城の堀跡が見つかりました。 狭い範囲での調査

だったので、 崩れないように部分的な発掘となりましたが、

一番深いところは深さ３メートルにもなります。

　今から 1000 年以上昔、 群馬県が 「上
こうず

野
けの

国
く に

」 とよばれ

ていたころ、 現在の群馬県庁にあたる 「上
こ う

野
ずけ

国
こ く

府
ふ

」 とい

う役所が元
も と

総
そ う

社
じ ゃ

町
まち

付
ふ

近
きん

に置かれていました。 この上野国

府の実
じ っ

態
たい

を解
かい

明
めい

するため、 発掘調査をおこなっています。

　令和６年度の調査は、 これまでの調査で穀
こ く

物
もつ

などを収
お さ

めた倉
そ う

庫
こ

群
ぐ ん

が見つかっている元総社町の宮
みや

鍋
なべ

神
じ ん

社
じ ゃ

周辺

で実
じ っ

施
し

しました。 この調査では、 倉庫群の周りを囲
かこ

む区
く

画
か く

溝
みぞ

が確認されました。

　今回見つかった区画溝は、 倉庫群の北側を区

切る溝で、 ほぼ並行して２本が確認されました。 こ

のうち１本には、 平安時代 （1108 年） に浅
あ さ

間
ま

山
やま

が噴
ふん

火
か

した際の噴
ふん

出
しゅつ

物
ぶつ

（浅
あ さ

間
ま

B 軽
かる

石
いし

） の堆
たい

積
せき

層
そ う

が確認されました。 これは浅間山の噴火より溝

のほうが古いことを意味しており、 この溝は平安時

代以前、 すなわち国府が存在したころに掘
ほ

られた

と考えられます。

　また、 この溝と軽石層の一部を壊して蒼
お う

海
み

城
じょう

（鎌
かま

倉
く ら

時代～室
むろ

町
まち

時代） の堀
ほ り

が掘られている様

子も確認できました。 蒼海城は、 国府の施設を利

用するかたちで築かれた可能性があります。
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№ 遺跡名 所在地 主な時代

1 茂木諏訪東遺跡№２ 茂木町 縄文 ・ 古墳 ・ 古代

2 池端東耕地遺跡 池端町 古墳 ・ 古代

3 推定上野国府跡 元総社町 古墳 ・ 古代 ・ 中世

4 元総社蒼海遺跡群 (151) （152） 元総社町 古墳 ・ 古代 ・ 中世

5 西部第一落合遺跡群 （6） (7） 元総社町 古代 ・ 中世

6 五反田Ⅲ遺跡 後家町 ・ 箱田町 古代

7 箱田西稲荷境遺跡 箱田町 古代

8 田口滝ノ前遺跡№２ 田口町 古墳 ・ 古代

9 前橋城 ( 車橋門北地点） 大手町二丁目 古代 ・ 近世

10 高井桃ノ木Ⅳ遺跡 高井町一丁目 古墳 ・ 古代

11 元総社芦田遺跡 元総社町ほか 縄文 ・ 古墳 ・ 古代

12 総社植野堀之内遺跡 総社町植野 古代 ・ 中世

13 亀里前田遺跡 亀里町 古代 ・ 中世

　この遺跡は元総社町にあり、元総社蒼海遺跡群や推定上野国府跡の南方に位置しています。

　今回の調査では、 隣接する調査区で確認された大
おお

型
がた

溝
みぞ

と

同一の溝が見つかりました。 この溝は水が流れた痕跡があり、

水
すい

路
ろ

として使われていたと考えられます。 今回見つかった部

分には、 溝の斜面の一部に約 10 ㎡の平らな面があることが

わかりました。 この平らな面は、 水を汲
く

むなどの水
みず

場
ば

や荷
に

揚
あ

げをする船
ふな

着
つ

き場
ば

として使われていたのかもしれません。

　前橋市南部の平
へい

坦
たん

部
ぶ

では、 奈良 ・ 平安時代になると約 109 ｍ四
し

方
ほ う

の正方形を基本単位

（一
ひと

坪
つぼ

） とする条里地
ち

割
わ り

に基づいた大規模な水田開発がおこなわれていました。 こうした条里水

田は、平安時代 （１１０８年） の浅間山の噴火による軽石 （浅間 B軽石） で覆
おお

われてしまいました。

発掘調査でこの軽石を取り除いたところ、 当時の条里水田が現れました。
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旧石器

時代

じょうもん やよい こふん

あすか

な ら へいあん かまくら むろまち あづちももやま え ど めいじ
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主な時代区分

令和６年度の主
お も

な発掘調査地一覧 ・ 位置図

五
ご

反
たん

田
だ

Ⅲ
さ ん

遺跡 （市立東小学校から北東約１70m）

平安時代末期の水田跡 17 面が見つかりました。

箱
は こ

田
だ

西
に し

稲
と う

荷
か

境
ざかい

遺跡 （市立東小学校から南東約 400m）

平安時代末期の水田跡 （畦畔 9条） を確認しました。
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　この遺跡は道の駅まえばし赤
あか

城
ぎ

の西に位置し、 店
てん

舗
ぽ

を建

てる工事のために発掘調査をおこないました。

　その結果、 古墳時代の榛
はる

名
な

山
さ ん

噴
ふん

火
か

(1500 年前 ) による

洪
こ う

水
ずい

堆
たい

積
せき

物
ぶつ

に覆われた小
しょう

区
く

画
か く

水田 631 面と、 平安時代

(1108 年 ) の浅間山噴火による軽石 （浅間Ｂ軽石） に覆

われた条里水田 113 面が見つかりました。

　古墳時代の水田跡は、 幅の広い大
だい

畦
けい

畔
はん * によって区分

けされた小区画水田のまとまり（水田ブロック）で構成され、

水田ブロックごとにアゼづくりや配
はい

水
すい

が行われていたことが

わかりました。 大畦畔の水
みな

口
く ち ** 跡

あ と

からは、 水田ブロック内

に水をせき止めるための堰
せき

板
いた

（横
よ こ

木
ぎ

） と杭
く い

が確認されまし

た。

　平安時代の水田跡からは、 中央に溝を持つ大畦畔 2

条が確認されました。 この大畦畔は、条里水田の坪
つぼ

境
ざかい

（条

里地割の 1 坪は 1 辺 109 ｍの正方形） であったと考えら

れます。

*　畦畔 ・ ・ 水田と水田の境に土を盛って、 水が外にもれないようにしたもの

** 水口 ・ ・ 水田に水を引く取り入れ口や水を放出する口のこと

　この遺跡は前橋市中心部にあり、 江
え

戸
ど

時代に前橋城

車橋門が築かれた地点の北側に位置します。 マンションを

建てる工事のために発掘調査をおこないました。

　その結果、 平安時代の溝跡や土坑、 江戸時代 （17

～ 18 世紀の酒
さか

井
い

氏藩
はん

主
し ゅ

時代） の前橋城内の武
ぶ

家
け

屋
や

敷
し き

の境
きょう

界
かい

と考えられる溝などが確認されました。

　この溝よりやや遅い時期につくられた井
い

戸
ど

跡
あ と

からは、 皿

や碗
わん

などの陶
と う

磁
じ

器
き

片
へん

や鍋
なべ

など、 幅広い生活用具が出土

し、 江戸時代の前橋城の様子がうかがえます。

古墳時代の小区画水田跡 （白線は水田のアゼ）

水口につくられた堰板 （横木） と木杭

井戸跡 （4 段の石積みの石囲いと木
き

枠
わ く

）

平安時代の水田跡 （白線は水田のアゼ）

ほうろく

ゴマや大豆などを空
から

煎
い

りするもの

猪
ち ょ

口
こ

酒や汁物を入れるもの

                 土
ど

瓶
びん

    薬などを煮出すときに使うもの

田
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口
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滝
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№２古墳 古代
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